
『
語
り
合
お
う
！
コ
ロ
ナ

後
の
日
本
と
革
新
懇
の
未
来
』

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は
10
月

11
日
開
催
。
始
め
に
大
島
良

満
代
表
世
話
人
が
あ
い
さ
つ
。

座
長
は
知
崎
広
二
愛
労
連
議

長
。
参
加
者
は
60
名
。
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
参
加
者
１
名
も
。
「
あ

な
た
も
パ
ネ
リ
ス
ト
」
、
会

場
か
ら
15
名
の
発
言
が
あ
っ

た
。
歌
あ
り
、
会
員
外
の
方

の
発
言
も
あ
り
40
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

問
題
提
起

村
上
俊
雄
事
務
室
長
提
案

①
社
公
合
意
に
よ
る
革
新
懇

運
動
の
結
成
。
革
新
自
治
体

が
崩
さ
れ
る
中
、
社
会
党
が

統
一
運
動
か
ら
離
れ
た
②
安

倍
政
権
の
暴
走
と
の
対
決
で

大
衆
運
動
、
野
党
共
闘
が
進

む
。
３
回
の
参
議
院
選
、
衆

議
院
選
を
野
党
共
闘
で
た
た

か
う
。
い
ま
や
政
権
交
代
を

め
ざ
す
状
況
に
③
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
放

置
し
て
い
て
い
い
の
か
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
改
め
て
新
自
由

主
義
の
弊
害
が
見
え
て
き
た

④
い
ま
革
新
懇
運
動
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
議
さ

れ
た
い
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
か
ら

古
川
大
暁
（
民
青
同
盟
）

８
０
０
名
の
青
年
と
の
対
話

で
浮
か
ん
だ
こ
と
。
①
コ
ロ

ナ
で
の
生
活
・
学
業
へ
の
不

満
。
多
く
の
人
が
政
権
交
代

を
求
め
て
い
る
②
き
び
し
く

と
も
憲
法
上
の
権
利
は
主
張

し
て
い
い
③
革
新
懇
に
は
批

判
だ
け
で
な
く
希
望
を
語
っ

て
ほ
し
い
。

武
藤
佳
子
（
う
た
ご
え
協

議
会
）
１
９
１
７
年
以
来
の

合
唱
団
が
自
粛
に
。
練
習
・

発
表
も
中
断
に
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
活
動
を
配
信
し
て
い
る
。

仲
間
か
ら
の
カ
ン
パ
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。
菅
内
閣
の
学

術
会
議
の
へ
の
介
入
は
学
問
・

文
化
へ
の
統
制
だ
。

酒
井
俊
一
（
ト
ヨ
タ
系
職

場
革
新
懇
）
百
年
に
一
度
、

生
き
る
か
死
ぬ
か
を
問
わ
れ

る
職
場
に
。
ガ
ソ
リ
ン
を
使

う
車
が
な
く
な
る
。
40
歳
以

上
の
人
は
賃
金
が
青
天
井
で

あ
が
る
人
と
そ
う
で
は
な
い

人
に
分
か
れ
る
。
職
場
で
は

頑
張
ら
な
い
人
は
下
げ
る
べ

き
と
の
声
も
。
過
労
死
は
認

定
さ
れ
た
人
だ
け
で
も
５
人
。

津
田
康
弘
（
名
古
屋
市
職

労
）
名
古
屋
市
で
は
毎
年
、

職
員
が
削
減
さ
れ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
仕
事
が
増
え

て
い
る
の
に
人
手
が
足
り
な

い
。
名
東
区
役
所
で
生
活
保

護
を
求
め
る
人
に
対
応
し
て

い
た
職
員
が
刺
さ
れ
る
事
件

も
。
背
景
に
は
定
数
削
減
が

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
大

き
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
。

見
崎
徳
弘
（
瑞
穂
区
革
新

懇
）
４
区
で
政
策
（
要
求
）

づ
く
り
を
行
い
討
論
会
を
行
っ

た
。
基
本
姿
勢
プ
ラ
ス
15
項

目
を
各
野
党
に
提
出
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
お
か
し
い
こ

と
は
お
か
し
い
と
発
信
す
る

こ
と
が
大
切
。
明
日
の
政
治

を
変
え
る
統
一
戦
線
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
。

西
村
秀
一
（
緑
平
民
懇
）

菅
政
権
は
安
倍
政
権
よ
り
こ

わ
い
。
我
々
に
ま
ず
自
助
を

求
め
て
い
る
。
岩
の
上
教
会

の
牧
師
に
よ
れ
ば
任
命
拒
否

さ
れ
た
６
人
の
内
１
人
。
京

大
の
研
究
者
は
国
立
大
で
唯

一
の
キ
リ
ス
ト
教
学
者
。
３

区
で
は
政
策
づ
く
り
を
八
事

で
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
求
を
つ

か
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

中
西
八
郎
（
南
区
革
新
の

会
）
２
０
１
７
年
よ
り
つ
な

ぐ
会
を
毎
月
や
っ
て
き
た
。

全
会
一
致
制
で
少
数
意
見
を

聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
牧

さ
ん
を
統
一
候
補
に
す
る
な

ら
謝
ら
せ
な
い
の
か
と
の
声

も
。
「
小
異
を
捨
て
て
大
同

に
つ
く
」
で
は
な
く
、
「
小

異
を
持
っ
て
大
同
に
」
。
連

合
政
権
が
出
来
た
ら
ど
う
な

る
か
を
語
り
た
い
。

大
山
晴
久
（
県
職
ト
ー
ク

の
会
）
い
ま
は
狂
っ
た
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

４
回
チ
ラ
シ
を
つ
く
っ
て
訴

え
て
い
る
。
配
布
毎
数
も
増

え
て
い
る
。
い
ま
で
は
３
分

の
１
の
人
が
と
っ
て
く
れ
て

い
る
。
出
来
た
ら
本
庁
の
前

で
も
配
布
し
た
い
。
政
治
を

変
え
て
職
場
を
変
え
た
い
。

石
原
宰
（
み
な
と
革
新
懇
）

緑
の
党
の
尾
形
慶
子
さ
ん
と

懇
談
し
た
。
い
く
つ
か
の
新

し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
も
っ

と
い
ろ
ん
な
人
と
懇
談
す
る

こ
と
が
大
切
。
会
員
が
４
人

増
え
た
。

ま
と
め

田
辺
準
也
代
表
世
話
人

①
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
つ

い
て
貴
重
な
発
言
が
あ
っ
た
。

40
年
間
、
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
人
た
ち
の
苦
労
が
偲

ば
れ
る
。
②
菅
政
権
は
安
倍

政
権
を
上
回
る
ひ
ど
さ
。
総

選
挙
に
向
け
、
大
い
に
政
治

を
語
る
こ
と
が
大
切
。
政
権

交
代
を
！
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革新・愛知の会結成40周年シンポジウム
語り合おう！

コロナ後の日本と革新懇の未来

会
場
発
言

あ
な
た
も
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら



（
１
）
日
本
学
術

会
議
の
会
員
推
薦

を
菅
首
相
が
任
命

拒
否
し
た
こ
と
は

日
本
学
術
会
議
法

の
「
独
立
し
て
職

務

を

行
う

」

、

「
推
薦
に
も
と
づ

き
任
命
す
る
」
等

の
立
法
の
精
神(

国

会
答
弁)

に
も
反
す

る
も
の
で
す
。
学

術
会
議
会
員
６
名

の
任
命
拒
否
は
、

権
力
に
よ
る
学
問
・

研
究
へ
の
介
入
そ

の
も
の
で
あ
り
言

論
・
表
現
の
自
由

を
脅
か
し
「
戦
争

で
き
る
国
」
へ
の

危
険
な
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

首
相
官
邸
に
よ

る
人
事
介
入
は
２

０
１
４
年
ご
ろ
か

ら
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
５

年
に
憲
法
解
釈
を

変
更
し
て
集
団
的

自
衛
権
を
容
認
す

る
安
保
法
が
強
行

さ
れ
た
と
き
、
日

本
を
代
表
す
る
学

者
や
研
究
者
た
ち
が
安
全
保

障
関
連
法
案
に
反
対
し
て
声

を
上
げ
ま
し
た
。
今
回
、
任

命
拒
否
の
６
人
は
、
安
全
保

障
関
連
法
や
「
共
謀
罪
」
の

こ
れ
ら
の
動
き
に
批
判
の
声

を
上
げ
た
学
者
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
措
置
は
政
府

の
意
図
に
反
す
る
も
の
に
は

研
究
費
を
削
り
、
学
者
・
研

究
者
の
自
主
性
を
そ
こ
な
い
、

畏
縮
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

安
倍
政
権
を
継
承
し
た
菅
首

相
は
権
力
の
力
で
、
学
者
・

研
究
者
を
統
制
し
、
政
府
の

い
い
な
り
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

（
２
）
日
本
学
術
会
議
は
、

「
科
学
者
の
総
意
の
下
に
わ

が
国
の
平
和
的
復
興
、
人
類

社
会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
」

こ
と
に
基
づ
い
て
１
９
４
９

年
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

学
術
会
議
法
は
日
本
の
科
学

が
戦
争
に
利
用
さ
れ
、
戦
争

を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
痛
切

な
反
省
に
立
っ
て
制
定
さ
れ
、

「
学
問
の
自
由
」
を
保
障
す

る
た
め
に
政
治
か
ら
の
独
立

性
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
任
命
拒
否
は
政
治
権
力

の
介
入
と
い
う
重
大
な
問
題

で
す
。

（
３
）
自
民
党
が
日
本
学
術

会
議
の
在
り
方
を
検
討
す
る

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
日
本
学
術
会
議

を
「
行
政
改
革
」
の
対
象
に

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
術
会
議
の
在
り
方
と

任
命
拒
否
は
別
問
題
、
全
く

の
問
題
の
す
り
替
え
で
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
４
）
私
た
ち
革
新
・
愛
知

の
会
は
、
①
暮
ら
し
を
豊
か

に
②
民
主
主
義
の
発
展
③
平

和
な
日
本
を
め
ざ
し
て
「
国

民
が
主
人
公
の
政
治
」
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体

と
し
て
、
国
家
権
力
が
学
問

の
自
由
に
介
入
す
る
こ
と
は

断
じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

菅
首
相
に
よ
る
理
由
を
上

げ
る
こ
と
な
く
既
成
事
実
化

す
る
手
法
は
、
問
答
無
用
の

権
力
政
治
そ
の
も
の
で
す
。

今
回
の
菅
首
相
の
行
為
に
対

し
て
私
た
ち
は
断
固
と
し
て

抗
議
し
ま
す
。
推
薦
か
ら
外

さ
れ
た
６
名
の
任
命
を
強
く

求
め
ま
す
。
ま
た
、
任
命
拒

否
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
す
。

（４）革新・愛知の会 第３０６号 ２０２０年１１月１０日

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・

白
井
康
彦

私
の
趣
味
の
第
一
、
第
二

は
、
将
棋
、
囲
碁
。
見
て
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
第
一
、
第

二
は
、
プ
ロ
野
球
、
大
相
撲
。

「
勝
ち
負
け
」
に
徹
底
的
に

こ
だ
わ
る
人
間
で
す
。
大
学

で
三
回
も
留
年
し
ま
し
た
。

将
棋
の
修
行
に
打
ち
込
ん
だ

の
が
主
因
で
す
。
大
学
生
名

人
、
ア
マ
有
数
の
強
豪
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
私
が
尊
敬
し
て
や
ま

な
い
勝
負
師
は
、
将
棋
の
第

十
五
世
名
人
、
大
山
康
晴
さ

ん
で
す
。
大
山
さ
ん
は
形
勢

不
利
で
も
地
道
に
挽
回
を
図

り
、
「
勝
負
手
」
を
極
力
避

け
て
い
る
感
じ
で
し
た
。
私

も
「
勝
っ
た
負
け
た
」
に
と

ら
わ
れ
て
半
世
紀
以
上
暮
ら

し
て
き
ま
し
た
。
「
勝
負
手
」

は
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
失
敗

す
る
と
酷
い
の
で
す
。
骨
身

に
染
み
て
い
ま
す
。

私
が
選
挙
に
惹
か
れ
る
構

図
は
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
勝
ち
負
け
が

は
っ
き
り
す
る
闘
い
だ
か
ら

で
す
。
日
本
の
首
相
は
、
解

散
・
総
選
挙
と
い
う
「
大
勝

負
手
」
を
い
つ
仕
掛
け
る
か

考
え
ら
れ
ま
す
。
勝
負
好
き

人
間
か
ら
見
れ
ば
、
最
高
に

恵
ま
れ
た
人
間
で
す
。

一
方
、
自
治
体
の
首
長
は
、

自
治
体
関
連
の
選
挙
の
時
期

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
勝

負
手
に
は
出
に
く
い
で
す
。

し
か
し
、
大
阪
の
維
新
は
、

大
阪
都
構
想
を
掲
げ
た
住
民

投
票
と
い
う
「
勝
負
手
」
を

２
回
も
仕
掛
け
ま
し
た
。
接

戦
で
連
敗
し
た
維
新
は
、
絶

好
の
反
面
教
師
だ
と
思
い
ま

す
。選

挙
は
、
民
意
を
つ
か
ん

で
い
る
か
ど
う
か
で
決
ま
り

ま
す
。
「
勝
負
手
を
使
わ
な

い
で
す
む
よ
う
に
普
段
か
ら

地
道
に
活
動
し
て
民
意
を
引

き
つ
け
る
」
。
こ
の
徹
底
が

最
重
要
。
私
は
、
共
産
党
や

立
憲
民
主
党
が
掲
げ
る
「
新

自
由
主
義
・
市
場
原
理
主
義

で
は
駄
目
」
と
い
う
考
え
方

に
深
く
共
鳴
し
て
い
ま
す
。

普
段
付
き
合
い
の
な
い
人
に

も
で
き
る
だ
け
多
く
語
り
か

け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
考
え
方

を
徹
底
的
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

近
ご
ろ

思
う

こ
と

6

60

勝負手には 頼らない

直ちに任命拒否の撤回を！――学問の自由への介入に抗議する
２０２０年１０月２１日 革新・愛知の会代表世話人会

白
井
康
彦
さ
ん
は
２
０

２
０
年
２
月
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
『
違
法
な
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
ー
ー
「
い
の

ち
の
と
り
で
」
裁
判
で
明

ら
か
に
』
と
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。


